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洋岸の気温・降水量変動が議論された (岩尾, 1994; 吉永他, 1998; 野口, 2001)｡
また, 親潮の異常南下にシベリア高気圧やアリューシャン低気圧の強化・位置の
移動が関係していることが指摘され, アリューシャン低気圧の振る舞いにはエル
ニーニョ・南方振動現象 (ENSO) の関与も指摘されている (Yamada and Sekine,
1997)｡
これまで, ENSO現象が大気を通して中高緯度大気・海洋に影響していること
は多くの研究で指摘され (Nitta and Yamada, 1989; Trenberth, 1990; Kawamura,




Blackmon (1995) は冬の太平洋 (南緯20度～北緯60度) 海面水温 (SST) 変動の
EOF (経験的直交関数) 解析から, 変動の41％はENSO起源の主成分であること
を示した｡
一方, 太平洋の海洋・大気相互作用にはENSOに代表される数年スケールの変
動のほか , 十年以上のスケールを持つ変動が認められ , Deser and Blackmon




圧の深まりとしても認められており (Trenberth, 1990; Hanawa et al., 1996), 1970
年代中期以降の南方振動指数 (SOI) の低下や熱帯東部太平洋海域の水温上昇な
どと合わせて, ENSO現象との関連が指摘されている (Trenberth, 1990; Trenberth
and Hurrell, 1994)｡
また, 北太平洋の海面水温変動と大気循環パターンとの関係についても, 海面
水温変動が冬の500hPa面高度場のPNAパターン (Wallace and Gutzler, 1981) と
強い同時相関のあることが示され (Weare et al., 1976; Kawamura, 1984; Iwasaka
et al., 1987; Nitta and Yamada, 1989), ここでも北太平洋中緯度における近年の
水温変動がPNAパターンを介して熱帯東部太平洋のENSO起源の水温変動と関連
づけられている｡
一方, 北太平洋西部の海面水温変動については, 冬のWP (Western Pacific) パ
ターンの重要性が指摘され (Kawamura, 1984; Wallace et al., 1990), Iwasaka et





































A：北西太平洋の調査海域 (0～53°N, 110°E～180°), D：ダーウィン, T：タヒチ,
Niño３：エルニーニョ監視海域Niño３ (4°N～4°S, 90°W～150°W), Niño４：エルニー








象 (北半球の晩冬から春に始まり, 翌年の春まで続く現象) としてとらえること
ができる｡ ENSOの季節性についてはこれまでに Rasmusson and Carpenter






















か東方沖の中緯度帯 (北緯35～45度) に点在し始め, 徐々に西へ張り出しながら,
夏には本州の緯度帯 (北緯32～42度) でほぼ完全な帯状をなして東西に連なる｡
この夏の帯状分布の中では, 高相関海域の一つが茨城・福島県近海にあって, 最
も相関係数の高いグリッド (r=0.58, n=44) がここに出現する｡ この海域は野口
(2001) が最近の顕著な低温化と６年周期の見られる海域として指摘した場所と
一致する｡ 秋には, 高相関海域は東に向かって日本を離れ, 日付変更線海域に移
動する｡
エルニーニョ期に水温低下するもう一つの海域は, 夏から秋に向かってインド





の太平洋水温変動のEOF１分布 (Deser and Blackmon, 1995) とよく似ているこ
とはすでに述べた｡ 水温低下海域は, 春にはNiño４監視海域北側の亜熱帯海域に
やってきて, 細長い帯状の高相関域を形成し, 夏には東経160度, 北緯20度付近に
わずかな痕跡として残るだけとなる｡











第４図 SOIと北西太平洋海面水温 (SST) との季節別同時相関 (1950～93年)
a) 冬, b) 春






第４図 SOIと北西太平洋海面水温 (SST) との季節別同時相関 (1950～93年)
c) 夏, d) 秋




を示している｡ また, この図は, 気温と水温という違いはあるものの, エルニー












(Hanawa et al., 1988), ここは Rasmusson and Wallace (1983) の言う対流活動活





高相関域といえども直線回帰によるSOIの説明力 (寄与率, ｒ2) は全変動の半分





間には, 冬を中心に強い正相関があり, 1950～88年の季節ごとの月別値 (n=117)
で, 相関係数はr=0.78 (冬), 0.75 (春), 0.65 (夏), 0.57 (秋), また, 1950～95年
の各季節平均 (n=46) で, r=0.79 (冬), 0.70 (春), 0.65 (夏), 0.70 (秋) となる｡
両循環指数の永年変化には, 1975～85年の冬に負偏差が卓越し, 柏原 (1987)
やTrenberth (1990) の指摘通り, 1950～88年の東方海上高度は冬を中心に負の変
化率 (危険率５％) を示す｡ このことは, この時期に極東や北太平洋上空の中層










る｡ すなわち, 南北流が卓越することで冬の低温化が顕著となる地域は, 北日本
よりも東・西日本である｡ 一方, 夏にはこれらの循環指数と最も強い相関関係に










2)地域区分は第5図 (気象庁 1991) による｡
冬の月平均気温
北日本 東日本 西日本 南西諸島
極東域東西指数 0.39 0.72 0.73 0.59
東方海上高度 0.60 0.78 0.73 0.51
夏の月平均気温
北日本 東日本 西日本 南西諸島
極東域東西指数 0.61 0.51 0.40 －0.21
東方海上高度 0.64 0.56 0.47 －0.01




第６図 極東域東西指数 (ZI) と北西太平洋海面水温 (SST) との
季節別同時相関 (1950～93年)






第６図 極東域東西指数 (ZI) と北西太平洋海面水温 (SST) との
季節別同時相関 (1950～93年)





正負交互の帯状分布をし, 熱帯日付変更線海域 (Niño４監視海域) を中心に北へ










友定 (1993) は, 東北地方太平洋岸の沿岸水温が長いタイムラグを経て極東域
東西指数や極東域極渦指数と強い相関関係にあること (50m表層水温よりも東西
































る｡ しかし, SOIと帯状指数との相関関係 (冬～秋の季節別相関, r=-0.24, 0.04,
0.14,－0.28, n=44) やSOIと東方海上高度との相関関係 (同じく, r=-0.03, 0.18,





めに, 各グリッドごとに, 夏平均海面水温 (1950～97) に対する季節別SOI, 年








夏は同時相関を, そして秋は後行するタイムラグを表す｡ また今回は, 説明変数




注：独立変数を季節別SOI, 年SOI, 季節別極東域東西指数, 季節別東方海上高度の
13変数とし, ステップワイズ法による重相関解析 (1950～97年) を施した｡





回帰式の説明力を問題とはしていないので , 内部相関 (Collinearity) の問題





535グリッド (57％) 存在する｡ そのうち, SOIとの相関が最も高い海域は440グ
リッド (全有意相関海域の82％) で, その中でも夏のSOI (第７図で③の海域)
との高相関海域が最も広範囲に見られ, 全有意相関海域の40％を占める｡ 次いで,












低温化の激しい茨城・福島県沖の海面水温 (野口, 2001) とNiño３監視海域の
海面水温 (第２図ｂ) を目視で比べると, 概してエルニーニョ年には水温が低下
し, エルニーニョ年に挟まれた時期に水温ピークが出現しているように見える｡
また熱帯日付変更線海域 (Niño４監視海域) の海面水温が, 東北地方太平洋岸の
気温 (宮古, 石巻, 仙台, 小名浜, 銚子の５官署平均) と有意な逆相関を示したり
(野口, 2001), 低温化している常磐沖水温とは逆に上昇傾向を示している点 (図
省略) など, 東北地方太平洋岸の水温変動とENSOとの関連が注目された｡ また
極東域東西指数などの高緯度大気循環指数も , 友定 (1993) や Yamada and
Sekine (1997) の指摘から, 東北地方太平洋岸の水温変動との関連が疑われた｡
ENSOと海面水温の相関解析の結果では, 冬の正負高相関海域の分布 (第４図
ａ) が赤道日付変更線海域の高水温域を取り囲んだ馬蹄形の低温域の北半球側部
分 (正の相関域) や, その外側に位置する日本南方の高水温黒潮海域 (負の相関
域) を示しており, この水温分布は冬の北太平洋海面水温変動のEOF解析による
主成分の分布 (Deser and Blackmon, 1995; Zhang et al. 1996) や冬の太平洋海
面水温とENSO指数の相関分布 (Zhang et al.1996), OLR (上向き長波放射) に




(Rasmusson and Wallace, 1983; Philander, 1989) とよく似ており, 第４図の各季
節分布がエルニーニョの一生に対応していることを裏付けている｡
従って, 第４図ａに枠囲いで示す冬のフィリピン東方沖は, 水野ほか (1998)
が1996年12月から翌年３月に及ぶ冬の長期間水温負偏差海域として, 台風の通過
に伴う湧昇流 (大気側の強制) と関連させて議論したところであるが, ここはエ
ルニーニョ監視海域 (Niño West) の中でも , 冬の SOI値と強い正相関
(r=0.4～0.5) を持つスポット的な海域で (年SOIと冬平均SSTとの相関分布では
円形をした独立水域となる), これまでにも1958, 63, 69, 73, 83, 87, 92, 95年などの










第８図 1982～83年エルニーニョ期におけるOLR (上向き長波放射) による
対流活動活発域・非活発域
注：原図 (Rasmusson and Wallace 1983) を Philander (1989) が簡素化した










なお, 統計的に有意な変数 (または変数群) による重相関係数はほとんどのグ
リッドで r =0.6未満で, これらの変数だけでは海面水温変動を十分説明しきれて
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